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「花の聖水ワッカの水」利用開始

▲

「広報ところ」８月号では、「ワッカの水が飲めます」とタイトルを付け、「ワッカ原生

花園は、周りをオホーツク海とサロマ湖という塩水で囲まれていますが、その中に唯一真

水が湧くという神秘の泉があり…これを〈花の聖水ワッカの水〉と名付けてここを訪れる

方々に…開放しますのでご利用ください。泉は…サロマ湖ワッカネイチャーセンターから

約４．５キロの先端部方向にあります。また、その周辺には東京ところ会からの寄付金に

より、休憩用のあずま屋なども整備する予定」と紹介しています。

●北海道新聞（７／８付）では、「井戸の深さ３．５メートル、国有林内のキャンプ場跡

地など約１ヘクタールを借り〈ワッカの森公園〉として整備」などと伝え、「現在の第１

湖口が開削される以前、砂州は紋別方面に抜ける道路で、井戸水は通行人や馬の貴重な飲

み水として使われていた」とも紹介しています。



＊上・左

管理小屋・トイレ、表に昔懐かしき

井戸ポンプ

手前に「ワッカの水」の木柱

＊下：あずま屋風の水飲み場



＊広場のようになっています

●この場所については、『常呂町百年史』の「常呂町アイヌ語地名の記録」では、〈モヤサ

ム〉の説明として、「今ワッカの森とよばれ、駐車場があってベンチの置かれているあた

りは、湖岸がゆるやかになっている。明治３０年５万分図は、そこにモヤサンと書いたが、

モヤサム（入江の・奥）の意」と書いています。

●ここにはかつて、「福島番屋」と呼ばれた漁師の番屋兼休憩場所（昭和３２年「五万分

一図（サロマ湖）」と昭和３９年の「常呂町全図」参照）があり、その後キャンプ場とし

て整備されたところです。

『常呂町百年史』の〈モヤ

サム〉の「駐車場…ベンチ」

の記述は、このキャンプ場

が使われなくなった後のよ

うすと思われます。また、

平成３年４月のワッカネイ

チャーセンターオープンと

ともにワッカ地区の町道廃

止に伴い、この場所は車両

の乗り入れ規制が始まり、

徒歩または自転車での利用

になりました。



＊東京常呂会の寄付によって整備された「四阿（あずまや）」に関して、『東京常呂会

３０周年記念誌』（２００８年１１月発行）に詳細が記載されているので次ページに

添付します。（四阿設置は、碑文から平成５年１１月）

「常呂町全図」（平成１４年）

＊「ワッカの森」の名称は、この当時も

使われていました

「昭和３２年五万分一地形図（サロマ湖）」から

「常呂町全図」（昭和４０年）から



東京常呂会　　ｊθ周年記念誌
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４
年
、
清
水
会
長
、
藤
橋
事

務
局
長
の
下
で
、
東
京
常
呂
会
で
は

常
呂
町
開
基
１
１
０
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
常
呂
町
が
推
進
し
て
い

た
ワ
ッ
カ
原
生
花
園
の
水
の
み
場
整

惟
計
画
に
呼
応
す
る
形
で
、
常
呂
会

と
し
て
も
ふ
る
さ
と
の
為
に
何
ら
か

の
貢
献
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
検

討
を
重
ね
た
結
果
、
『
四
阿
ハ
あ
ず
ま
や
』
』

を
寄
付
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
ワ
ッ
カ
原
生
花
園
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
と
サ
ロ
マ
湖
の
間
の
砂
州
に
あ
り
、

幅
２
０
０
～
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ｘ
長
々
ｃ

2
0
㎞
に
及
ぶ
日
本
最
大
の
原
生
花

園
で
す
。
雪
解
け
の
春
か
ら
秋
ま
で

３
０
０
種
類
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
自

然
の
花
園
で
、
年
間
１
０
万
人
の
観
光

客
が
立
ち
寄
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
ワ
ッ
カ
原
生
花
園
に
観
光

客
の
方
々
の
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
『
四

阿
（
あ
ず
ま
や
）
』
を
寄
付
す
る
こ
と

に
は
常
呂
町
も
大
歓
迎
で
水
産
商
工

課
観
光
係
と
連
携
、
常

呂
町
の
整
備
計
画
に
も
　
’
「
　
万
一

織
り
込
ん
で
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
、
同
５
年

の
総
会
で
会
員
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
付
を
募
り
ま

し
た
。
目
標
２
０
０
万
円

に
対
し
、
１
３
５
万
円
と

目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
多
額
の
寄
付

金
が
寄
せ
ら
れ
、
幹
事
一

同
心
を
熱
く
し
た
も
の

で
す
。

　
常
呂
町
か
ら
は
東
京

常
呂
会
の
取
り
組
み
に

１３

感
謝
を
表
し
、
平
成
５
年
５
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７
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。
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憩
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あ
ず
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ッ
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地
区
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境
の
保
全
を
願
う
、

。このQあずまやjは､ワッカ地区の自然環境の保全を願う、

東京常呂会の皆様のご寄附により建設されました。

粂

東
京
常
呂
会
の
皆
様
の
ご
寄
附
に
よ

り
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
」
と
い
う
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
同
感
無
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の
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で
あ
り
ま
し
た
。
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